
広報いよし

１月号

１年間のテストで

１０枚満点をとる。

愛媛マラソン

３時間３０分で

走破！！

やさしくなりたい。

ジャイアンツ優勝！

急いで来たから

ゆうっくりと

歩いて帰ろうっと。

無欲

皆に愛される

人になりたい

健康でおいしく

楽しいお酒が

呑めますように！！

自立して生きる。

そして…

健康で

笑顔があるように

背筋をピーンと伸

ばして縮んだ分

を取り戻します！！

夢を描く

健康のために

始めた詩吟

良き成果を

挙げたい

新たなチャレンジ

毎日１時間の

ウォーキング

「継続は力なり」

元気に笑顔で

過ごせますように。

Ｊａｎｕａｒｙ ２０１５  No.１１７



　今年はひつじ年。年男年女の皆さんに新年の抱

負を聞きました。

今月のあじなもの

料
理
ど
こ
ろ 

翠
す
い
し
ょ
う笑

　
ー
今
月
の
会
席
ー

　京都の料亭で約７年間の修行を経て、昨年

の１１月に念願の開業を果たした料理人大畑

賢士さんが作り出すのは「京料理＋ふるさと

の味」。本場で学んだ京料理に生まれ育った

双海の味を盛り込んだ大畑さんにしか出せな

い味がここにあります。

　こだわりは「見た目の美しさ」と「季節感」。

旬の食材をふんだんに使った会席料理は、四

季の豊かな表情が表現され、その美しさに目

を奪われます。食材は自家製の米や野菜をは

じめとした地元産を使用し、素材の味が十分

に生かされた料理は、口に入れると自然に体

に染み渡るような上品な味わいです。一品ず

つ丁寧に手間をかけて調理、盛り付けするた

め、お店を完全予約制としているのも納得さ

せられる料理の数々です。

　自然あふれる里山で「翠笑」にしかない新し

い双海の味をぜひ一度ご賞味ください。

※料理どころ翠笑は、伊豫國「あじの郷」づくりに

協賛しています。

表紙の紹介

問い合わせ

伊予市役所　　　 ☎９８２－１１１１（代）
〒７９９－３１９３ 伊予市米湊８２０番地

中山地域事務所 　☎９６７－１１１１（代）
〒７９１－３２９２ 伊予市中山町出渕２番耕地１３８番地１

双海地域事務所 　☎９８６－１１１１（代）
〒７９９－３２９２ 伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

ファクス　　　　 ９８３－３６８１（代）

ホームページ　　 http://www.city.iyo.lg.jp

メール　　　　　　iyo-daihyo@city.iyo.lg.jp

いよしまるごとおごちそう

２　今月のあじなもの

３　水道事業会計決算をお知らせします

４　新年のごあいさつ

６　伊予市のブランドロゴが誕生しました

８　市制１０周年記念事業を募集します！

１０　しせいニュース

１５　趣味サークル、中川優の中国料理教室

１６　ほっとアングル

２０　くらしインフォメーション

２２　まなびランド

２４　健康ガイド

２６　きらり人

２７　イベント情報、カレンダー

２８　伊予市の魅力 ふるさと再発見

料理どころ翠笑

　 双海町上灘甲８８－７

☎ ９８６－１９７７
　 １１：３０～（完全予約制）

　 不定休
※仕出し料理も希望に応

じてご用意できます。

住

税別３，０００円

目 次

休

営
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伊豫岡茂子

さん（５９歳）

森 裕平

さん（２３歳）

中村充希

さん（１１歳）

日野一雄

さん（８３歳）

谷本好廣

さん（５９歳）

庭山冨子

さん（９５歳）

近藤 清

さん（７１歳）

篠﨑みなみ

さん（２３歳）

鳥生好美

さん（４７歳）

西川祥矢

さん（１１歳）

德山節子

さん（７１歳）

篠崎 清

さん（９５歳）

松本秀人

さん（３５歳）

泉アヤコ

さん（８３歳）

藤井祐一郎

さん（４７歳）

久保富美

さん（３５歳）
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 平成２５年度

伊予市水道事業会計決算
をお知らせします

■収益的収支（税込み）

収入　６億１，２１２万円

支出　５億９，４１４万円

■資本的収支（税込み）

収入　２，５８６万円 支出　２億６，３０９万円

水道料金
５億９，４６５万円
（９７．２％）

人件費
６，７２６万円
（１１．３％）

維持管理費
１億３，５０８万円
（２２．７％）

減価償却費・資産減耗費
２億７，７８３万円
（４６．８％）

企業債利息
１億１，２６７万円
（１９．０％）

建設改良費
８，２８６万円
（３１．５％）

企業債償還金
１億８，０２３万円
（６８．５％）

※内部留保資金は、現金支出を伴わない減価償却費などで企業内部に留保された資金です。

その他の営業収益
７６万円（０．１％）

その他の収入
１，６７１万円（２．７％）

その他
１３０万円（０．２％）

負担金及び加入金
２，５８６万円（１００％）

内部留保資金（※）で補てん
２億３，７２３万円

 問い合わせ　水道課（内線７１１）

給水人口 ３０，６１１人

給水戸数 １１，９７８戸

年間配水量 ３，８９６，２９０㎥

年間有収水量 ３，５３５，４２８㎥

有収率 ９０．７％

有収水量
１㎥当たり

給水原価 １６０．３９円

供給単価 １６０．１８円

※給水原価…１㎥の水を給水するのにかかる費用
※供給単価…１㎥当たりの水道料金単価

■業務量
　水道事業は、地方公営企業法に基づき水道料金によって

運営されています。

　市は、安全で安心な水道水を安定的に供給するとともに、

持続的な安定経営を目指し、効率的な運営に努めています。

　今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

※決算の詳細は、伊予市ホームページをご覧ください。



２０１５．１ 広報いよし (4)

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　

昨
年
は
、
本
市
が
持
つ
良
好
な
イ

メ
ー
ジ
を「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

構
築
し
、
多
様
な
資
源
や
魅
力
を
発
掘
・

発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、「
Ｉ
Ｙ
Ｏ
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
、

市
外
・
県
外
へ「
伊
予
市
」を
大
き
く
Ｐ
Ｒ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
重
要
案
件
で
あ
る
本
庁
舎
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
建

設
が
本
格
化
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
図

書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
等
複
合
施
設
も
基
本

設
計
か
ら
実
施
設
計
へ
と
進
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
合
併
時
か
ら
の
悲
願

で
あ
り
ま
し
た
中
山
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ（
仮

称
）の
計
画
案
が
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、

建
設
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
私
の

掲
げ
る
重
要
施
策
で
あ
る
子
育
て
支
援
に

お
い
て
は
、
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
費

補
助
の
適
用
基
準
を
拡
大
し
、
ま
た
、
子

ど
も
の
通
院
医
療
費
無
料
化
を
現
在
の
就

学
前
ま
で
を
中
学
卒
業
ま
で
に
拡
充
さ
せ

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い
、
政

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
二
回
目
の
新
年
を

迎
え
、
ま
さ
に
任
期
の
折
り
返
し
点
の
年

と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
厳
粛
に
し

て
凛
と
し
た
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、「
動
け
ば
変
わ
る
。」を
市
政
運
営

の
基
本
姿
勢
に
、
そ
の
信
念
に
基
づ
き
、

「
即
現
場
・
即
対
応
」の
対
応
と
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
対
話
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

策
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
情
勢
を
見
ま
す
と
、
昨
年

１２
月
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
を
争
点

に
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
現
政
権
の
継
続
が

決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方

に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
中
、
産
業
、
社
会
保
障
、

教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
運
営

の
厳
し
さ
も
増
し
て
お
り
、
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
４
月
に
合
併
１０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
市
民
参
加
型
の
記
念
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
と
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
、
私
の
使
命
の
一
つ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
本
年
も
素

晴
ら
し
い
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊
予
市
長

　
武
智

　
邦
典
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伊
予
市
議
会
議
長

　
田
中

　
裕
昭

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
常
に
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
１２
月
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
２
年
間
の
実
績
、
お
よ
び
消
費
税
１０
％

へ
の
先
送
り
を
問
う
衆
議
院
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
日
本
経
済
は
デ
フ

レ
脱
却
へ
あ
と
少
し
と
い
う
こ
と
で
景
気

が
回
復
傾
向
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
円
安
、
株
高
の
た
め
大
企
業
と
中
小

企
業
、
零
細
企
業
の
業
者
間
格
差
の
拡
大
、

そ
れ
に
伴
う
生
活
必
需
品
な
ど
の
値
上
が

り
で
、
地
方
で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
や
私

た
ち
庶
民
に
は
景
気
が
良
く
な
っ
た
と
の

実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
今
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
は
、
少
子
高

齢
化
を
含
め
た
人
口
減
少
に
よ
る
限
界
集

落
、
一
次
産
業
の
担
い
手
不
足
、
ま
ち
の

活
性
化
、
医
療
・
介
護
な
ど
を
含
む
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
国
も
地
方

が
主
役
の
取
り
組
み
の
推
進
に
き
め
細
か

な
支
援
、
協
力
す
る
地
方
創
生
の
実
現
と

い
う
新
し
い
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
い
に

期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
伊
予
市
議
会
で
は
、
二
つ

の
特
別
委
員
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
一

つ
は
、
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会
で
す
。

本
庁
舎
建
設
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
参
考
に
し
て
研

究
・
検
討
し
、
建
設
承
認
の
議
決
も
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
建
設
に
向
け
進

ん
で
お
り
ま
す
。
一
方
、
図
書
館
・
文
化

ホ
ー
ル
な
ど
の
建
設
で
は
、
基
本
設
計
が

出
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
議
員
も
参

加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
各
層
の
皆
さ

ま
か
ら
多
様
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
さ

ら
に
他
市
の
文
化
ホ
ー
ル
と
の
比
較
、
研

究
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
に
関
し
て
の
財
源
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み

て
議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
す
。
現

在
、
議
会
運
営
の
あ
り
方
、
市
政
報
告
会

の
開
催
、
政
務
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
議
員
定

数
の
見
直
し
と
と
も
に
、
将
来
の
議
会
基

本
条
例
制
定
に
向
け
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
研
究
、
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
市
議
会
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。



伊予市のブランドロゴが誕生しました
市民によるワークショップの活動を経て、伊予市をＰＲするブランドロゴマークが決定しました。

シンボルマークロゴタイプ

シンボルカラー

　「伊予市」のロゴタイプには緩やかなウェーブを

あしらい、市民の優しさを表現するとともに、さ

まざまな考え方をおおらかに抱擁する海の波と、

伊予市に爽やかに吹き込む新しい風を表現して

います。

　特産品であるかんきつ、伊予灘に沈む美しい

夕日、地域に残された山吹御前の伝説などから

イメージされる「オレンジ」をシンボルカラーとし、

ロゴマークの基本色とします。

　使用する際の背景色や用途に応じて「グリーン」

と「ブルー」のバリエーションを追加するほか、シ

ンボルマークのモチーフに代えて「山、海、人（まち、

花）」の画像を用いることもできます。

　デザインコンセプトは「伊予市の一体感ある発

展」です。

　「伊予」のローマ字表記「ＩＹＯ」を同サイズの円

で構成。かんきつを想像させる小さな丸が２つ、

３つ、４つと集まり増えていくことで、伊予、中山、

双海の３つの地域が一体となって成長する伊予

市を表しました。

　それぞれの文字の中には、恵み深い山を表す

「果実、木もれ日、ホタル」、豊かな海を表す「青
せいがいは

海波」、

市の花「菜の花」のイメージをあしらっています。

　このうちホタルは市内各地に残された源平物

語の歴史ロマンを、伝統文様である青海波は先人

の培ってきた伝統文化を、そして、菜の花は小さ

な花が力を合わせて美しい花畑をつくる市民の

気質を表現しています。

　新鋭的で斬新なロゴマークを採用することで、

新たな一歩を踏み出す意思を示すとともに、これ

までに培った伝統、文化も大切にする伊予市のイ

メージをシンボリックに表現しています。

２０１５．１ 広報いよし (6)
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シンボルワード各種キャッチコピー

　市名の「いよし」を、いよいよ、ますますといっ

た繁栄を表す古語の「弥
いよ

し」と重ねて「ますます、

いよし。」と表現。「いよし」という市名を印象付け

るとともに、これからますます良くなるという、

伊予市の希望や未来を表現しています。

　小さな丸が集まって形をつくっていくシンボ

ルマークとも呼応し、各地域の魅力を互いに高め

合う一体感ある伊予市のイメージと、これから何

かが生まれる、という未来を感じさせます。

　伊予市のシンボルワードとして、シンボルマー

クと組み合わせて使用します。

　シンボルマーク、シンボルワードとあわせて、観

光、物産、食など用途に応じて、各種キャッチコ

ピーを使用します。

▲第３回は、グループに分かれて「伊予市のよいところ」

を出し合った（Ｈ２６／８／２１）

▲第１回ワークショップ「問題を解決するデザインとは」

に市民２８人が参加（Ｈ２６／７／２４）

▲ワークショップ

参加者へ、お礼の

言葉を述べる武智

市長

▲ワークショップのファシリ

テーター、デザイナーの山内

敏功先生（右）と、コピーライ

ターの大野千佳先生

▲第７回は成果報告。武

智市長および報道機関

に対し、ロゴマークや

キャッチコピー案などを

発表（Ｈ２６／１１／２０）

▲第５回は、参加者による投票で、提示

されたデザイン案３案が１案に絞られ

た（Ｈ２６／１０／９）

■問い合わせ　未来づくり戦略室（内線６６８）



　伊予市は、平成２７年４月１日で、市制施行１０周年の節目を迎

えます。新市誕生からの１０年間の歩みを振り返り、これからの

未来に向けた新たな出発点にするため、記念事業を展開します。

あなたの希望に応えます！

市主催事業のアイデアを募集します
　市制１０周年記念事業として、市が平成２７年度

に実施する事業について「こんなことをやって

ほしい」などの具体的な事業提案やアイデアを

市民の皆さんから募集します。

募集内容 ○事業に対する提案・アイデア（開催

　場所・時期を含む）など

○記念事業に対する自由意見

応募資格 市内に在住、在勤、在学の方。個人・

団体は問いません

その他 事業提案やアイデアは、公表すると

ともに実施に向けて検討します。ま

た、提案に関する一切の権利は、市

に帰属し、事業の実施に向けて、提

案の一部を採用、またはアレンジす

る場合もあります

応募期限 ２月１３日（金）必着

平成２７年度おかげさまで伊予市は１０歳 　  

市制１０周年記念事業を募集します！

あなたのやる気を応援します！

新たな事業（行事）を実施したい団体・
企業などを補助金で支援します
　各種団体や市民団体、企業などが、市制１０周

年記念事業として主体的に提案し、自ら実施し

たい新規事業の提案を募集します。採用された

事業には、市が補助金を交付します。

対象事業 次のすべてに該当する事業

○新規事業であること

○団体自らが事業を実施すること

○市内で開催する事業であること

○市制１０周年記念として実施する

　事業であること

○５月１日（金）～平成２８年２月２９日（月）

　の間に実施できる事業であること

応募資格 次のいずれかに該当する団体・企業

など

○市内で活動する団体

○構成員の相当数が、市内に在住す

　る方で組織する団体

○市内で活動実績のある企業および

　特定非営利活動法人

補助額 １事業あたり補助対象経費の１０分

の８以内の額とし、４０万円を限度に

補助（千円未満切り捨て）

メリット ○「伊予市制１０周年記念（事業）」のロ

　ゴとロゴマーク（市章）の使用

○市の広報紙やホームページで事業

　を周知、ＰＲ

応募期限 ２月１３日（金）必着

１０月４日（日）に開催予定

市制１０周年記念式典

２０１５．１ 広報いよし (8)



みんなで市制１０周年を盛り上げよう！

冠使用事業を募集します
　市全体で、市制１０周年を盛り上げるため、各

種団体や市民団体、企業などが例年実施してい

るイベントに「伊予市制１０周年記念」などの冠を

使用したいという事業を募集します。

対象事業 各種団体や市民団体、企業などが例

年実施し、かつ、次のいずれかに該

当する事業

○市制１０周年を市民とともに祝い、

　喜びを分かち合い、市民であるこ

　とに誇りをもてる事業

○市の長所と魅力を再発見し、その

　ことを市内外に発信する事業

○地域の活性化となる事業

○市内のみならず、市外や全国との

　連携交流を促進する事業

実施期間 ４月１日（水）～平成２８年３月３１日（木）

メリット ○冠（伊予市制１０周年記念）の使用

○市の広報紙やホームページで事業

　を周知、ＰＲ

応募期間 ２月２日（月）～平成２８年１月２９日（金）

１０

広報いよし ２０１５．１(9)

お気軽にご相談ください！

応募に関する注意点など
　今回募集する内容すべてにおいて、次のいず

れかに該当する場合は、認められません。

○公序良俗に反する事業

○政治的、宗教的、思想的活動などを目的とす

る事業

○営利を目的とする事業（市の振興に寄与する

と認められる事業を除く）

○暴力団、または暴力団員もしくはこれらと密

接な関係を有する方が関与している事業

○その他、市が適当でないと認める事業

■応募方法　市役所、各地域事務所、または各

地区公民館に設置してある所定の応募用紙に必

要事項を記入し、直接持参、郵送、ファクス、ま

たはＥメールで提出してください。

※応募用紙は、伊予市ホームページからダウンロード

できます。

■応募・問い合わせ　総務企画課市制１０周年記

念事業担当（内線６５０、Ｅメール soumu@city.iyo.

lg.jp、 　９８３－３６８１）

※各地域事務所、または各地区公民館での受け付け

は直接持参する場合のみです。



人の動き（１１月末日現在）

　人口　　３８，５４８人（－３４）

　男　　　１８，０７１人（－４）

　女　　　２０，４７７人（－３０）

　世帯　１５，７８７世帯（－３）

　出生　　　 　２１人（－４）

　死亡　　　 　４２人（－１）

※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 ４件 ９９件 －３４件

死　者 ０人 ４人 ＋３人

傷　者 ４人 １１４人 －４８人

市内の街頭犯罪等発生状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

侵 　入  　盗 １件 ３５件 －８件

自  動  車  盗 ０件 ２件 ＋２件

オートバイ盗 １件 １０件 －２件

自  転  車  盗 １件 ３９件 －１１件

車 上 ね ら い １件 ２３件 ＋７件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

１

１㈭ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７

２㈮ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川９８３－０３９８

３㈯ 西岡建材㈱ 下吾川９８３－１５９８

４㈰ 友澤設備 大　平９８２－１３８１

１０㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷９８２－１２６８

１１㈰ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７

１２㈪ ㈱佐々木工業所 湊　町９８３－０４５０

１７㈯ Ｋ・シマダ 下吾川９８３－６５５３

１８㈰ ㈲協和設備工業 上吾川９８３－４１８５

２４㈯ ㈲栄電機設備 中　山９６７－１３１８

２５㈰ ㈱伊予設備 米　湊９８３－４６１３

３１㈯ 岩井水道工業所 大　平９８３－３０６６

２ １㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

※水道メーターから宅内側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（１月）

納期限 口座引落日

市民税・県民税

普通徴収

（第４期）

国民健康保険税

普通徴収

（第７期）

２月２日（月）１月２７日（火）

しせいニュース
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手
話
通
訳
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

手
話
通
訳
奉
仕
員
研
修
生
を
募
集
し
ま
す福祉

課
（
内
線
５
３
８
）

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
で
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
、
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

①
１２
月
３１
日
現
在
で
、
満
６５
歳
以
上
の
方

②
要
介
護
認
定（
要
支
援
認
定
を
含
む
）

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
認
知
症
や

身
体
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
と
医
師
が
認
め
る
方（
所
定

の
医
師
意
見
書
が
必
要
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑（
認
印
）

※
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
提
出
先
　
福
祉
課
、
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
は
、
税

金
の
控
除
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
。
詳
し
く
は
伊

予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
手
話
通
訳
に
興
味
が
あ
り
、
学
ん
で

み
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
支

援
活
動
な
ど
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方

○
松
山
市
が
開
催
し
て
い
る「
手
話
通

訳
者
養
成
講
座（
入
門
・
基
礎
）」に
１
年

間
通
し
て
受
講
で
き
る
方

※「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
」
は
、
１
回
２

時
間
の
講
座
で
、
入
門
、
基
礎
、
そ
れ
ぞ

れ
２０
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
場
所
は
、
松

山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
講
料
は

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）で
す
。

■
募
集
人
員
　
２
人（
昼
・
夜
の
部
各

１
人
）

■
申
込
方
法
　
２
月
２７
日
㈮
ま
で
に
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告
に
利
用
で
き
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
９
）
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申
告
相
談
や
確
定
申
告
の
提
出
は
お
早
め
に

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
は
３
月
１６
日
㈪
ま
で

市
民
税
務
課
（
内
線
５
１
０
）

　
平
成
２６
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
、
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１６
日
㈪
〜

３
月
１６
日
㈪
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。
た
だ
し
、
松
山
税

務
署
で
は
、
２
月
２２
日
㈰
、
３
月
１
日
㈰

も
受
け
付
け
ま
す
。

　
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
相

談
や
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
。
ま

た
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４００
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
以
外

の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
、

源
泉
徴
収
税
額
以
上
に
納
め
る
税
金
が

あ
る
場
合
で
も
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
に
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

※
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
や
、
額
に
関
わ
ら
ず
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
平
成
２５
年
分
の
所
得
税
か
ら
平
成
４９

年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
を
併
せ
て
申

告
・
納
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
書
作
成

の
際
は「
復
興
特
別
所
得
税
額
」欄
の
記

載
漏
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

自
宅
で
作
成
・
ネ
ッ
ト
で
申
告

　
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き
、

添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
さ
れ
、
早
期

に
還
付
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
事
前
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.e-tax

.

n
ta.g
o
.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
所
得
税
に
関
す
る
こ
と
　
松
山
税

務
署
お
よ
び
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

９
４
１
ー
９
１
２
１
）

○
市
民
税
に
関
す
る
こ
と
　
市
民
税
務
課

（仮称）高齢者福祉施設の建設工事が始まります

■施設名称　（仮称）高齢者福祉施設

■建設地　下吾川１４４７番地１（敷地面積９９８．０５㎡）

■工期　１～８月

■施設の概要

○木造平屋建

○延床面積　６０８．２９㎡

　１月から高齢者福祉施設建設工事が始

まります。工事中は、大変ご迷惑をお掛け

しますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　庁舎建設課（内線５８１・５８２）
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消費生活
マエストロ

経済雇用戦略課

消費者相談窓口

☎９８２－１２８９

　２０歳になると成人としての契約責任が求

められます。そのため消費者被害に遭うこ

とも増えてきます。

　街中で声を掛け、店舗に連れて行く

「キャッチセールス」や友人などから誘われ

る「マルチ商法」など、必要のない契約は

はっきり断りましょう。

　また、自分の返済能力以上のお金を借り

て返済困難になる「多重債務」にも十分気を

付けましょう。

２０歳を迎える方
今月のテーマ

しせいニュース

　
平
成
２７
・
２８
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
購
入
の
競
争
入
札

参
加
者
資
格
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
１
月
１３
日
㈫
〜
２
月
２７

日
㈮（
必
着
）

■
提
出
先
・
方
法

　
直
接
持
参
、
ま
た
は

郵
送
で
財
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
平
成
２９

年
３
月
３１
日
㈮

※
申
請
の
方
法
、
書
式
な
ど
詳
し
く
は
伊

予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
・
２８
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品
購
入
な
ど
の
競
争
入
札

競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

財
務
課
（
内
線
５
８
８
・
６
６
７
）

　
平
成
２６
年
１１
月
１５
日
付
け
で
、
次
の

方
が
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官
の

募
集
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
個
別
的

広
報
を
援
助
す
る
方
で
す
。
自
衛
官
に

興
味
が
あ
る
方
や
志
願
し
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
港
南
中
学
校
区

○
大
森 

勉
さ
ん（
米
湊
）

　
☎
９
８
２
ー
４
２
４
８

○
大
内 

孝
子
さ
ん（
米
湊
）

　
☎
９
８
３
ー
１
７
７
５

○
萩
山 
泰
彦
さ
ん（
上
吾
川
）

　
☎
９
８
２
ー
５
６
４
８

■
伊
予
中
学
校
区

○
森
川 

眞
由
美
さ
ん（
上
三
谷
）

　
☎
９
８
２
ー
１
５
２
８

■
中
山
中
学
校
区

○
谷
本 

俊
克
さ
ん（
中
山
町
中
山
）

　
☎
９
６
７
ー
０
５
４
２

■
双
海
中
学
校
区

○
吉
野 

幸
明
さ
ん（
双
海
町
串
）

　
☎
９
８
７
ー
０
１
５
７

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま
す総

務
企
画
課
（
内
線
５
０
６
）

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会

■日時　２月２日（月）、１３：００～１７：３０

■場所　中央公民館３階第３会議室

■内容　

①講演「小児看護の基礎知識」（１３：００～

１６：２０）

②講演「事業を円滑に進めるために」（１６：

３０～１７：３０）

■対象　マミ♡サポ会員と市内在住の活動

に興味、関心のある方

※マミ♡サポ会員のみ託児あり

■申し込み・問い合わせ　１月３０日（金）ま

でに「マミ♡サポ」事務局（☎９８２－０４０６）へ

電話で申し込みください。

　子育てを手助けしたい方を募集していま

す。地域の子育てに参加してみませんか？
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Ｎｅｗｓ
土
砂
災
害
防
止
法
に
伴
う
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

が
け
や
渓
流
の
基
礎
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

土
木
管
理
課
（
内
線
５
９
３
）

　
県
中
予
地
方
局
は
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
き
、
が
け
や
渓
流
の
状
態
を

把
握
す
る
た
め
の
基
礎
調
査（
第
２
期
）

を
行
い
ま
す
。
調
査
の
際
、
調
査
員
が

対
象
地
へ
立
ち
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
１
月
上
旬
〜
３
月

※
調
査
員
は「
身
分
証
明
書
」
を
必
ず
身
に

付
け
て
い
ま
す
。

■
調
査
実
施
会
社
　
株
式
会
社
パ
ス
コ

（
☎
９
２
５
ー
１
５
２
１
）

■
問
い
合
わ
せ
　
県
中
予
地
方
局
河
川

砂
防
課（
☎
９
０
９
ー
８
７
７
４
）

■
政
策
な
ど
の
名
称

　

①
伊
予
市
老
朽
建
物
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例（
案
）

②
伊
予
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
各
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間
・
意
見
の
提
出
期
間

　
１

月
５
日
㈪
〜
２６
日
㈪

■
意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
提
案
書

（
所
定
の
様
式
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

①
都
市
住
宅
課（
内
線
５
４
３
、

 

　 

９
８
２
ー
１
２
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

tosh
ijy
u
tak
u
@
city
.iy
o
.lg
.jp

）

②
環
境
保
全
課（
内
線
５
３
５
、

 

　 

９
８
２
ー
１
２
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

k
an
k
y
o
h
o
zen
@
city
.iy
o
.lg
.jp

）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

都
市
住
宅
課（
内
線
５
４
３
）ほ
か

　
市
で
は
、
水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有

料
広
告
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
検
針
票
は
、
２
カ
月
に
一
度
、

本
庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し
て
い

る
家
庭
・
企
業
に
配
布
し
、
配
布
枚
数

は
、
年
間
６
回
、
約
７
万
枚
で
す
。

■
掲
載
の
位
置

　『
上
下
水
道
使
用
量

等
の
お
知
ら
せ
』
の
裏
面

■
掲
載
の
大
き
さ

　

○
全
枠（
縦
１０２
㎜
×
横
６７
㎜
）

○
１
／
２
枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

■
カ
ラ
ー

　
水
色
・
赤
色
の
２
色
刷
、

ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
の
１
色
刷

■
掲
載
料

　

○
全
枠（
年
間
１０
万
円
）

○
１
／
２
枠（
年
間
５
万
円
）

※
掲
載
料
の
か
わ
り
に
検
針
票
の
現
物
を

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
水
道
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
１
月
５
日
㈪
〜
３０
日
㈮

水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
す

平
成
２７
年
度
水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
企
画
課
（
内
線
６
５
０
）

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
、
農
林
業
や
農
山
村
の
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
農

林
行
政
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の
た
め

の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
農
林
業
を
営
む
す
べ
て
の

世
帯
や
法
人

■
実
施
期
間
　
１
〜
２
月

※
調
査
員
は「
調
査
員
証
」
を
必
ず
身
に
付

け
て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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伊予消防署だより
伊予消防署☎９８２ー０１１９

火災・救急☎１１９

　昭和２４年１月２６日に、法隆寺金堂壁画が焼損

したことから、この日を「文化財防火デー」と定

め、火災や震災などから文化財を守るため、全

国的に文化財防火運動を展開し、国民の文化財

愛護に関する意識の高揚を図っています。

　文化財は貴重な財産です。文化財建造物の多

くは木造建築で、美術工芸品も木、紙、布など

の燃えやすい材質で造られています。一旦火が

つくと延焼拡大が極めて早いため、火災から守

るためには、関係者だけではなく、近隣住民な

どとの連携・協力が必要です。伊予消防署でも、

毎年１月２６日前後に市指定文化財の防災訓練

を行っています。

皆さんの安心のため、消防は２４時間活動しています。

１月２６日は「文化財防火デー」

火災案内☎９８２－８８９９

救急病院案内☎９８２－５９５９

■市内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計

火 災

件 数

本庁 １

２

本庁 １０

１４中山 ０ 中山 ２

双海 １ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １０５

１４９

本庁 １，２６９

１，６８９中山 １９ 中山 １７１

双海 ２５ 双海 ２４９

■伊予市文化財防災訓練

　当日、周辺を消防車両が

サイレンを鳴らして走行し

ます。火災と間違えない

ようにご注意ください。

日時　１月２５日（日）、８時～

場所　常願寺（稲荷）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
手
続
き
を

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

　
日
本
国
内
に
住
む
２０
〜
６０
歳
ま
で
の

方
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２０

歳
に
な
る
と
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ
で
、

一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
障
害
年
金
も
あ
り
ま
す
。
万
が
一

の
と
き
に
、
こ
の
年
金
を
受
け
る
た
め

に
も
、
加
入
の
手
続
き
を
し
て
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
は

　
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
利
用
を

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
割
引

も
あ
っ
て
お
得
で
す
。

　
前
納
の
申
し
込
み
は
、
申
込
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
６
カ
月
前
納
の
申
込
期
限
は
、
４
〜
９

月
分
は
２
月
末
日
、
１０
〜
３
月
分
は
８

月
末
日
。
１
年
・
２
年
前
納
の
申
込
期
限

は
、
２
月
末
日
で
す
。

免
除
や
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
に
は「
保
険
料
免
除
制
度
」、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申

請
す
る
と
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
、

ま
た
は
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。

学
生
の
方
に
は

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　
学
生
で
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合

は
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
は

在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証（
両
面

の
写
し
）、
印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
保

険
年
金
課



趣味サークル

ひろば

活動日　毎週月曜日

時間　１９：００～２１：００

場所　中央公民館

参加料　月２，５００円（入会金１，０００円）

問い合わせ　大森 良治 さん☎９８２－１３０７

参加者を募集します！

　
島
根
県
安
来
市
に
本
部
を

置
く
安
来
節
保
存
会
の
支
部

で
、
本
格
的
な
安
来
節
を
学
べ

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
安
来
節
を

多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
敬
老
会
や
文
化
祭
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
数
多
く

の
場
所
で
披
露
す
る
ほ
か
、
毎

年
、
全
国
大
会
に
も
出
場
し
、

入
賞
者
を
輩
出
す
る
な
ど
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
見
て
い
る
と
思
わ
ず
に
っ

こ
り
微
笑
ん
で
し
ま
う
安
来

節
。
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一

度
練
習
を
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

私たちは

安来節保存会伊予道後支部伊予教室です！
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　伊予市出身の料理人、中川優さんを講師に迎え、家庭

でできる中国料理教室を開催します。

　本格料理店の総料理長から学べる絶好の機会です！

■日時　２月１４日（土）

　　　　①１１時～、②１６時～の２回開催

■場所　総合保健福祉センター２階調理実習室

■募集人数　①、②それぞれ３０人（先着順、市内在住者

に限ります）

■参加費　１，０００円（材料代）

■内容　伊予市の食材を使った、家庭でできる中国料理

■申し込み・問い合わせ　ブランド推進課（☎９８３－

６３５０）

中川 優（なかがわ まさる）さん

伊予市湊町生まれ。陳建民氏

に師事し、１１年間の修行を経

て、東京都文京区に中国料理店

「天外天」を開業。テレビの料理

番組にも数多く出演するなど、

幅広く活躍している。

中川優の中国料理教室
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～

ほっと
アングル

　１１月１０日、西条市ひうち陸上競技場で行われた『県小学校陸上運動記録

会』で、郡中小学校男子チーム（宮崎幹士さん、清水基貴さん、坂本幸成さん、

磯田龍之介さん、白石裕明さん）が見事優勝しました。

　記録会に向けて、昼休みや放課後遅くなるまで毎日懸命に練習に打ち込

んだ児童。練習で培った力を存分に発揮し、大舞台で自己ベストタイムを大

幅に更新して栄冠を勝ち取りました。
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～郡中小学校 陸上男子４×１００ｍリレー県記録会優勝！

２５年ぶり２回目の快挙！

　１１月１６日、新居浜市東雲競技場愛媛中学駅伝コースで行われた『愛媛中

学駅伝競走大会』で、伊予中学校男子チームが２位、同女子チームが３位の

好成績を収めました。

　朝７時から自主的にランニングする「伊予中走り隊」から選抜された生徒

で結成された３年生主体のチームで出場。部活卒業後の夏休み期間中も、毎

日走る楽しみを感じながら練習して、その成果を大舞台で発揮しました。
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～伊予中学校駅伝チームが愛媛中学駅伝競走大会で大活躍！

日々の努力の積み重ねが生んだ健脚

２０１５．１ 広報いよし (16)



　１１月１４日、しおさい公園市民体育館で『平成２６年度伊

予市平和祈念式典』が行われました。

　式典の冒頭で、戦争の犠牲となった多くの方々の冥福

を祈る黙とうが捧げられた後、市長が、平和への誓いを

新たに式辞を述べました。伊予市の戦没者および公務殉

職者は１，６２２柱。戦没者および公務殉職者の御霊に対し

て、謹んで哀悼の誠を捧げます。
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～平和祈念式典

謹んで哀悼の誠を捧げます
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～環境審議会が答申

一般廃棄物処理基本計画（案）を審議

　１１月１９日、伊予市環境審議会は、市長の諮問に応じて

『一般廃棄物処理基本計画（案）に関する答申書』を提出し

ました。

　審議会は、今後の人口の推移や社会情勢の変化を見極

め、市内で発生する一般廃棄物を管理し、計画的かつ適

正に処理するための審議結果をまとめ、「ごみ処理」と「生

活排水処理」に関する基本計画（案）を提案しました。

　１１月２０日、しおさい公園市民体育館で『第１０回伊予市

老人クラブ連合会スポーツ大会』が行われました。

　南山崎、北山崎、郡中、伊予、中山、双海の６チーム対

抗競技に過去最高の７５３人が参加し、真剣に競技する各

チームの代表選手と、大きな声援を送る観客の熱気が溢

れました。大盛況の大会は、見事中山チームが優勝しま

した。
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～老人クラブ連合会スポーツ大会

元気いっぱい老人クラブ
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～日
ひ

喰
じき

老人クラブに日本一長い感謝状

懐かしい特急しおかぜ号を改装

　１１月２２日、鉄道写真家の坪内政美さんが企画する特別

列車・予讃線クルージングトレイン「いよなだ」がＪＲ下灘

駅に停車し、無人駅の環境美化活動に取り組む日喰老人

クラブに『日本一長い感謝状』を贈呈しました。

　高松市から宇和島市までの約３００ｋｍを旅する特別列

車の乗客は、ＪＲ下灘駅の夕日にあわせて１時間滞在し、

日喰老人クラブなど地域の方々との交流を楽しみました。

い で とのしよ き ご

広報いよし ２０１５．１(17)
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～穂
ほ

樽
たる

の家大感謝祭 ～うどんとみそまつり～

自慢のみそは大好評

　１１月２４日、双海町上灘にある穂樽の家周辺で『穂樽の

家大感謝祭 ～うどんとみそまつり～ 』が行われました。

　この感謝祭は、手作りみそを長年造り続けている地元

の女性グループ「穂樽の里グループ」が１０年ぶりに開催し

たものです。大豆やこうじなど地元の素材を使った無添

加みそをはじめ、手作りこんにゃくの実演販売、うどん

や農産物の販売に大勢の来場者でにぎわいました。

　１１月３０日、中山町永木地区で、清流「藤の郷会」主催に

よる環境整備作業が行われました。

　作業は、同会のほか一般企業などからのボランティア

２５人が参加して行われました。昨年３月に地区内に植栽

したアジサイ周辺の草刈りや新たなアジサイの植栽、河

川法面の竹・雑木の伐採などの作業を早朝から行った後、

地元の郷土料理を囲みながら交流を楽しみました。
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～藤の郷会がアジサイの整備

アジサイが広がる永木地区へ

　１２月３日、「税」をテーマにした作文『「幸福な国」をつく

る税金』を書いた伊予中学校の髙橋奈央さんが、伊予市

長賞を受賞しました。

　作文の内容は、外国との税金の仕組みやその国民の満

足度の違いに着目したもの。そこから、日本の税金の仕

組みの複雑さを改善することの重要性を説くとともに、

社会のために使われている税金の大切さを訴えました。
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～税の作文 髙橋奈央さんが伊予市長賞を受賞

税金の大切さを訴える

　１２月１日、第１７回全国小学生クロスカントリーリレー

研修大会に出場する伊予ＡＣの選手の激励会が行われま

した。

　出場する選手は次の方々です。

【伊予ＡＣ】　清水大嗣さん、山下吏稀さん、河内昴星さん、

久保龍矢さん、坪内映里香さん、西山侑里さん、小笠原雅

さん、西尾奎音さん
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～全国大会出場選手激励会

全国で輝け！ 伊予市の選手たち

２０１５．１ 広報いよし (18)



い で とのしよ き ご

　１２月７日、上吾川松本町内会主催による『松本町内会

餅つき大会』が行われました。

　今年で７回目を数える年末の恒例イベントに、子ども

から高齢者まで約２００人が参加しました。用意された焼

き芋や焼き鳥、焼肉、綿菓子、餅、おしるこ、うどんはす

べて無料の大サービス。会場内は、おいしい食べ物と楽

しい会話で、人びとの笑顔でいっぱいでした。
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～松本町内会餅つき大会

ふれあいを通じて元気な町内会
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～伊予市の１０年後の姿を考えよう

住み続けたい最高の伊予市実現に向けて

　１２月７日、ウェルピアいよで『第二次総合計画キックオ

フシンポジウム 伊予市の１０年後の姿を考えよう』が行わ

れました。

　別府大学の篠藤明徳教授の講演後、７５人の参加者が１５

のテーブルに分かれて「住み続けたい最高の伊予市実現

のためのキーワード」について考え、ふるさと伊予市の将

来を真剣に語り合いました。

すくすくいよっ子

♠明関  蒼
そうま

真 くん（下吾川）
　平成２５年１２月１６日生まれ（１歳） 

そうま

♠益田  遼
りょういち

一 くん（米湊）
　平成２６年１月１８日生まれ（１１カ月） 　

り ういち

い
つ
も
わ
ん
ぱ
く
で
元
気
な
蒼
真
☆
こ
れ

か
ら
も
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♪

い
つ
も
元
気
な
遼
ち
ゃ
ん
。
優
し
い
子
に

育
っ
て
ね
。

広報いよし ２０１５．１(19)



くらし

インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

募
集

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
職
員
募
集

　
県
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
保

持
す
る
た
め
、「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑

を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
、
２
月
１
日
㈰
か
ら

「
愛
媛
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
」と
し

て
施
行
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛

媛
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://

w
w
w
.p
o
lice.p

ref.eh
im
e.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安

全
企
画
課（
☎
９
３
４
ー
０
１
１
０
）

お
知
ら
せ

県
迷
惑
防
止
条
例
が
改
正
さ

れ
ま
す

　
伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合（
和
楽
園
）臨
時
的
任
用
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

臨
時
介
護
職
員

●
募
集
人
員
　
１
人

●
資
格

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
業
務

に
必
要
な
資
格

●
勤
務
内
容

　
生
活
支
援
、
生
活
介

護
業
務

●
勤
務
時
間
　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
　

●
勤
務
日

　
交
替
制

●
賃
金

　
日
額
７
３
０
０
円

パ
ー
ト
介
護
職
員

●
募
集
人
員

　
若
干
名

●
資
格

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
業
務

に
必
要
な
資
格

●
勤
務
内
容

　
生
活
支
援
、
生
活
介

護
業
務

●
勤
務
時
間

　
９
〜
１３
時

●
勤
務
日

　
月
〜
金
曜
日

●
賃
金

　
時
給
９５０
円

パ
ー
ト
看
護
師

●
募
集
人
員

　
１
人

●
免
許

　
看
護
師
免
許
、
ま
た
は
准

看
護
師
免
許

●
勤
務
時
間

　
９
〜
１２
時

●
勤
務
日

　
月
〜
金
曜
日

●
賃
金

　
時
給
１
２
０
０
円

《
任
用
予
定
期
間
》　
４
月
１
日
㈬
か

ら
６
カ
月
間
任
用
し
、
６
カ
月
以
内

で
更
新
予
定

《
申
込
方
法
》　
履
歴
書（
写
真
添
付
・

市
販
の
も
の
で
可
）
の
左
上
枠
外
に

職
種
区
分
を
明
記
し
、
免
許
・
資
格

証
の
写
し
、
ま
た
は
免
許
・
資
格
取

得
見
込
証
明
書
を
添
え
て
和
楽
園
へ

郵
送
、
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
昼
間
の
連
絡
先
を
明
記

※
１
月
１６
日
㈮
必
着

《
募
集
期
間
》　
１
月
５
日
㈪
〜
１６
日

㈮
、
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
職
種
・
予
定
人
数

①
正
規
職
員

　
１
人

②
臨
時
職
員

　
１
人

●
受
験
資
格

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
、
①
は
昭
和

５９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
、
②
は
昭
和
３９
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許

○
大
学
卒
業
も
し
く
は
同
程
度
の
能

力
を
有
す
る
方

○
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
が
操
作
で
き

る
方

※
成
年
被
後
見
人
、
ま
た
は
被
保
佐
人
な

ど
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠
格
事

項
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

※
詳
細
は
必
ず
事
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

●
職
務
内
容

　
　

①
観
光
振
興
に
関
す
る
業
務
、
外
部

折
衝
・
委
託
交
渉
な
ど
事
務
局
に
お

け
る
実
務
全
般

②
①
の
事
務
補
助
お
よ
び
そ
の
他
事

務
局
の
事
務

●
給
料
（
月
額
）

①
１
７
４
２
０
０
円

②
１
４
２
１
０
０
円

※
そ
の
ほ
か
賞
与
、
各
種
手
当
が
あ
り
ま

す
。

　

※
観
光
振
興
に
関
す
る
経
験
な
ど
は
、
実

績
に
よ
り
一
定
の
基
準
で
調
整
し
ま

す
。

　

●
勤
務
時
間

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
休
み)

●
採
用
予
定
日

　
４
月
１
日
㈬

●
申
込
書
の
請
求
方
法

　
直
接
受
け

取
る
場
合
は
、
伊
予
市
観
光
協
会
で

お
渡
し
し
ま
す
。
郵
送
請
求
の
場
合

は
、
封
筒
の
表
に「
採
用
試
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
先
を

明
記
し
て
１２０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒（
角
２
）を
必
ず
同
封
し

て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
伊
予
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://iyoka
nkou.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
１
月
１６
日
㈮
〜
３０
日

㈮
、
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
は
、
３０
日
㈮
必
着

※
受
付
完
了
者
へ
受
験
票
を
個
別
郵
送

し
ま
す
。
受
験
票
が
２
月
６
日
㈮
ま

《
試
験
方
法
》　
面
接

《
面
接
日
》　
２
月
中
に
実
施

※
面
接
日
時
は
１
月
下
旬
に
通
知

《
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
》　
伊
予

市
・
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
楽

園（
☎
９
８
４
ー
１
２
６
５
）

で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
時
・
場
所
・
内
容

○
日
時

　
２
月
１５
日
㈰
、
９
時
〜

　

○
場
所

　
伊
予
商
工
会
議
所

○
内
容

　
筆
記
試
験
、
面
接

　

※
合
格
発
表
は
、３
月
上
旬（
予
定
）で
す
。

※
合
格
者
へ
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
受
験
者
数
に
よ
り
内
容
な
ど
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
伊
予

市
観
光
協
会
事
務
局（
〒
７
９
９
ー

３

１

１

１
、
伊

予

市

下

吾

川

１
５
１
２
ー
６
伊
予
商
工
会
議
所
２

階
、
☎
９
９
４
ー
５
８
５
２
）

募
集

伊
予
市
観
光
協
会
事
務
局
職

員
募
集
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無料相談
お気軽にご相談ください

募
集

森
林
環
境
保
全
基
金
公
募
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す

お
知
ら
せ

環
境
に
関
す
る
県
民
意
識
調

査
の
お
願
い

●
日
時

　
１
月
３１
日
㈯
、
１３
時
３０
分
〜

●
場
所

　
県
美
術
館（
松
山
市
堀
之

内
）

●
内
容

　
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響

●
参
加
料

　
無
料

●
申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は
伊
方
原
子
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
伊
方
原
子
力
広

報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
e.pikara.ne.jp/dr-sada/

）
で
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

　
１
月
２６
日
㈪
ま
で

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順

伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
９
４
ー
３
８
ー
２
０
３
６
）

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
通
じ
て
結
婚
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
員
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時

　
１
月
２６
日
㈪
、
１４
〜
１６
時
、

１８
〜
２０
時

●
場
所

　
松
山
商
工
会
館
４
階
会
議

室（
松
山
市
大
手
町
２
ー
５
ー
７
）

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

９
３
３
ー
５
５
９
６
）

　
県
の
環
境
施
策
に
生
か
す
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。

●
期
間

　
１
月
１３
日
㈫
〜
２
月
２７
日

㈮●
回
答
方
法

　
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.e
h
im
e
.jp
/

h
1
5
6
0
0
/k
-ish
ik
i/an
n
ai.h
tm
l

）
か

ら
電
子
提
出
、
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
環
境
政
策
課（
☎
９
１
２
ー

２
３
４
５
、

９
１
２
ー
２
３
４
４
）

　
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
て
県
が

実
施
す
べ
き
事
業
の
提
案
や
県
民
が

自
ら
企
画
・
立
案
・
実
行
す
る
事
業

の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

●
募
集
期
間

　
１
月
５
日
㈪
〜
３１
日

㈯●
対
象
者

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど

●
応
募
方
法

　
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
所
定
様
式
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
の
交
流
セ
ン
タ
ー（
〒
７
９
１
ー

０
２
１
２
、
東
温
市
田
窪
７４３
番
地
、

☎
９
９
０
ー
７
０
１
７
）

●
受
付
期
間

　
２
月
２
日
㈪
〜
１０
日

㈫
、
８
時
３０
分
〜
１７
時（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
１
月
５
日
㈪
以
降
、
県
営

住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

　
印
鑑（
認
印
）

●
受
付
場
所

　
県
中
予
地
方
局
７
階

（
松
山
市
北
持
田
町
１３２
番
地
）　

●
抽
選
日

　
３
月
５
日
㈭

　
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ（
松

山
市
勝
山
町
２
丁
目
２１
ー
５

久
保
ビ
ル
１
階
、
☎
９
９
８
ー

６

６

７

１
）、
ま

た

は

県

中

予

地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

（
☎
９
０
９
ー
８
７
７
８
）　

お
知
ら
せ

放
射
線
に
つ
い
て
の
講
演
会

募
集

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集

募
集

県
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集
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人権について

１月８日（木）、１０：００～１５：００

・本庁地区：さざなみ館

相談担当者：人権擁護委員

２月９日（月）、１０：００～１５：００

・本庁地区：さざなみ館

・中山地区：中山地域事務所

・双海地区：双海保健センター

相談担当者：人権擁護委員

心配ごと相談　１３：３０～１６：００

本庁地区：総合保健福祉センター

・第４水曜日

中山地区：中山地域事務所

・第２木曜日

双海地区：下灘コミセン

・第２水曜日

弁護士・行政書士が応じます

１３：３０～１６：００（前日までに予約）

○第１・３水曜日：弁護士相談

○第２金曜日：行政書士相談

伊予市社会福祉協議会☎９８２－０３９３

行政の仕事やサービスについて

１月１３日（火）、９：００～１２：００

・本庁地区：中央公民館

　松尾 多美子さん☎９８２－５１５５
・中山地区：中山地域事務所

　宮田 昭典さん☎９６７－１１１１
・双海地区：慶徳寺

　山口 隆義さん☎９８７－０６３０

家庭やＤＶなどの悩み

月～金曜日、８：３０～１７：１５

相談先：子育て支援課（内線５５２）

女性のための相談

○一般相談：火～日曜日、８：３０～１６：

３０（火～金曜日の電話相談は１７：３０ま

で）

○法律相談：第１・２・４木曜日、１３：３０

～１５：３０

相談先：県男女共同参画センター（松山

市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）

在宅介護支援センターについて

相談先：伊予市社会福祉協議会☎９８３
－６２２４、伊予あいじゅ☎９８２－６６６８、
森の園☎９８２－７４７４、なかやま幸梅
園☎９６７－０３００、双海夕なぎ荘☎９８６
－０１３１

不動産について　１３：００～１５：００

毎月１０日（土・日曜日、祝日の場合は

翌日）：ふるさと創生館

相談先：伊予宅建協会☎９８４－７０００



今月のお知らせ

　江戸時代の東海道を、大妖怪を追って旅す

る蒼太、お夏、信助。３人はついに大寄合で、

五郎左衛門にせまる！ ところがそこで明かさ

れたのは新たな謎。人の前に出現する未来と

は…。

図書館からのお知らせ

新刊入りました♪

参加募集、大会結果など まなびランド
教育、文化、生涯学習、スポーツ

■テミスの剣　中山七里／文藝春秋

　昭和５９年、浦和の不動産業者一家強盗殺人。

闇へと葬られるはずだった冤罪に、一筋の光

を導いたのはひとりの刑事の執念だった…。

渡瀬警部が「刑事の鬼」になるまでの前日譚
ばなし

。

《一般書》

■妖怪道中膝栗毛・７ 旅の終わりは妖怪ワー

ルド  三田村信行 作  十々夜 絵／あかね書房

《児童書》

  フォトコンテスト作品募集　伊予市地区対抗球技大会

　平成２７年伊予市成人式

市立図書館

☎９８３－４０５１

◆開館時間　火～日曜日、９：００～１８：

００（土・日曜日は１７：００まで）

◆１月の休館日　１日（木）、２日（金）、

３日（土）、５日（月）、１２日（月）、１３日（火）、

１９日（月）、２６日（月）、３１日（土）

◆１月の展示コーナー　一生に一度は

見てみたい美しい景色展示

◆お話し会、腹話術　１０日（土）、１０：３０～、

絵本読み聞かせ、紙芝居、お楽しみパネ

ルシアター

　自然・風景・街並み・史跡・伝統行事など『未来に

伝え残したい伊予市の姿』を募集しています。

■作品規定  平成２６年中に伊予市内で撮影され、未

発表のもの。

■募集期間　１月３１日（土）まで

※消印有効

■問い合わせ　社会教育課（☎９８９－９８７２)

■日時　１月１１日（日）、受付１０：００、開式１０：３０

■場所　しおさい公園市民体育館

■対象　平成６年４月２日～平成７年４月１日生ま

れの方

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

　１１月９日（日）、しおさい公園市民体育館で「平成

２６年度伊予市地区対抗球技大会」が開催されました。

《レクバレーの部》

優勝：双海Ａ（Ａブロック）、南山崎２区（Ｂブロック）

　伊予市生涯学習推進大会

■大会テーマ　地域の人づくり、心づくり

■日時　２月１４日（土）、９：００～

■場所　由並小学校体育館

■講演　中井宏次さん「笑ってますか～地域力向上

とユーモア」　ＮＰＯ法人健康笑い塾主宰／日本笑い学

会理事

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

２０１５．１ 広報いよし (22)



僕たち私たちの学校生活♪

南山ギンナンプロジェクト２６ ～南山崎小学校～
　学校のシンボル「イチョウの木」は、樹齢１２０年以上。秋になると、黄色く色づいたたくさんの葉とギンナンが落

ちてきます。そのギンナン拾いや落ち葉清掃は、５年生の役割。作業は毎朝全員で行われ、拾ったギンナン（キャ

リー約１５箱分）は児童のメッセージが入った袋に詰め、地域の方々にプレゼントしました。今年で６年目を数える

◆相談日時　月、火、金曜日（祝日を除く）、８：３０～

１７：００（金曜日は１２：００まで）

伊予市青少年センター子どもの悩み相談専用電話

いよしこどもほっとライン☎９８２－２６０２

夜のライトアップは、照明の設置・

管理を地域の方がお手伝いするな

ど、学校と地域が一体となって大

切に管理されています。

　１２月６日、中央公民館で『平成２６年度伊予

市ふれあいホッケー教室』が行われました。

　市内の小・中学生１８人が参加し、ホッケー

元日本代表輕
かる お

尾誠さんや県ホッケー協会の

方の指導を受けながらホッケーを楽しみま

した。最初はぎこちなかったスティックの扱

いもホッケーの面白さを肌で感じ、楽しみな

がらプレーしていくうちにどんどん上達し

ていく子どもたち。指導者も参加して行わ

れた試合では、大人顔負けの驚くようなプ

レーを見せる場面もありました。

　無限の可能性を秘めている子どもたち。

目を輝かせながらプレーする姿は、えひめ

国体の主役誕生を予感させるものでした。

愛
えがお

顔つなぐえひめ国体！

２０１７年いよいよ国体通信！ vol.１０

伊予市ふれあいホッケー教室

えひめ国体の主役はキミだ！

▲教室の様子などの最新情報

を、愛顔つなぐえひめ国体伊

予市実行委員会ホームページ

（http://www.iyo-kokutai.jp/）で公

開中。ツイッターやフェイスブッ

クもあるのでお見逃しなく！

広報いよし ２０１５．１(23)
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保健センターからのおしらせ

健康ガイド

日　時 対　象　者 内　容
実施保健
センター

 ７カ月児健診 １／２０（火）１３：００～１４：００  Ｈ２６年６月出生児  身体測定・内科健診 伊 予

 １歳６カ月児健診 １／ ２７（火）１３：００～１４：００  Ｈ２５年５・６月出生児  内科・歯科健診 伊 予

 乳幼児健診 １／１４（水）１３：００～１４：００

 【乳児】Ｈ２６年５～８月出生児

 【１歳６カ月児】

 Ｈ２５年３～６月出生児

 【３歳児】

 Ｈ２３年９～１２月出生児

 身体測定・内科健診 双 海

 フッ素塗布
１／１４（水）

１３：３０～１４：００  幼児

 フッ素・サホライドを

１００円で塗布  ※歯ブラ

シ持参

双 海

１／      ２７（火） 伊 予

 育児相談　
 一般

１／ ２１（水）
 ９：００～１１：００  乳幼児

 身体測定・健康相談 伊 予
 ４カ月児 １３：３０～１４：００  Ｈ２６年９月出生児

 歯科相談
１／ １４（水）１３：３０～１４：３０ 

 乳幼児
 歯科衛生士による歯科

相談　※歯ブラシ持参

双 海

１／ ２１（水） ９：３０～１１：００ 伊 予

 心理相談（要予約）

１／    １４                （水）１３：３０～１５：００
 乳幼児～思春期の子がいる保

護者

 子育てに関する悩み相

談

双 海

１／  ２１                   （水） ９：００～１２：００
伊 予

１／    ２７                  （火）１３：００～１５：００

 離乳食講座 １／    ２９                  （木）１３：３０～１５：００  離乳期の乳児を持つ保護者  離乳食の進め方と試食 伊 予

中山保健センター☎９６７ー１１１１

双海保健センター☎９８６ー５６６６

伊予市保健センター☎９８３ー４０５２

※休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

母子保健カレンダー

母子健康手帳を持ってきてください♪

い～よ！いよしの食育物語
佐
さいきただす

伯矩先生の♪

■無料クーポン券の対象者

４０、４５、５０、５５、６０歳の方

■受診方法　希望する方は、次のう

ちの都合の良い日を選んで、伊予市

保健センターへ申し込みください。

○集団健診日…２／１（日）、２（月）

○個別健診提出日…２／２０（金）、２３

（月）、２４（火）

※対象者には、昨年の６月にクーポン券

を郵送しています。

受けましたか？ 大腸がん検診

⚠ 期限が迫っています！！

気をつけたい低栄養状態
～高齢者の食事～

　年齢を重ねると、食事量が減り、偏った食事になりがちです。

低栄養状態になると、心疾患、骨粗しょう症、認知症になり

やすく要介護状態につながります。高齢期は筋肉量や基礎代

謝が減り、エネルギーを多くとる必要がないと思われがちで

すが、病気や老化を防ぐためにもたんぱく質（魚・肉・卵・大

豆製品など）、野菜、主食（ご飯や麺）をそろえて食べましょう。
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健康診査・各種がん検診カレンダー

健康づくりのスタートライン♪　今年度最後の健診です！！

申し込みは、健診受付ダイヤル（☎９８２－２７２７）、または各保健センターへ

健診結果報告会（予約不要）

月　日 受付時間 場　所
対象

※受診した健診日

１／ ８（木）  ９：３０～１０：００   双海保健センター  １１／３０（双海保健センター）

１／１３（火）  ９：００～１０：００   伊予市保健センター  １２／７、１０（伊予市保健センター）

相談・教室のお知らせ（要予約・無料）

日　時 場　所

１／３０（金）９：００～１６：００  伊予市保健センター

　個別栄養相談　※秘密厳守

日　時 場　所 相　談　員

１／１５（木）１３：００～１７：００ 伊予市保健センター
 心理カウンセラー

 熊本 園子 先生

受託機関： 総合保健協会

　こころの健康相談　※秘密厳守

　精神障害者家族懇談会

日　時 場　所 内　容 対　象 講　師

１／２２（木）１３：３０～１５：３０ 伊予市保健センター  「家族の心の健康を考えよう」 精神障害者の家族
 心理カウンセラー

 熊本 園子 先生

月　日 受付時間 場　所

 

健
康
診
査

 

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

 

前
立
腺
が
ん

肺
が
ん

 

胃
が
ん

 

大
腸
が
ん

 

超
音
波

 

子
宮
が
ん

 
乳
が
ん

 

骨
粗
し
ょ
う
症

 

申
込
締
切
日

Ｃ
Ｔ

Ｃ
Ｒ

伊
予

２／１（日） ８：３０～１０：３０  伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １／１６（金）

２／２（月） ８：３０～１０：３０  伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １／１６（金）

※年齢や保険種別などにより、受診できる項目が変わります。

※今年度から、子宮がん・乳がん検診の受診は２年に１回となります。毎年受診することはできませんのでご注意ください。

高齢者の肺炎球菌感染症

■対象（平成２６年度）　市内に住民票があり、次の①、または②に該

当する方

①平成２７年４月１日時点で、６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５、１００歳以

上の方

②接種時に６０～６４歳で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイル

スによる免疫低下の重度障害（身体障害者手帳１級程度）を有する方

■接種回数・費用　生涯１回／４，０００円

■接種期間　３月３１日（火）まで

水痘（水ぼうそう）

■対象　１歳の誕生日前日から

３歳の誕生日前日までの方

■接種回数　２回

■費用　無料　

■特例（平成２６年度のみ）

○対象者…３歳の誕生日当日か

ら５歳の誕生日前日までの方

○接種回数…１回

予防接種のお知らせ ※詳しくは、広報いよし１０月号４ページをご覧ください。



宮下　紘
ひ ろ

の

ギャラリー「樂
らく

」

さん
（松山市在住）

出会い、感動を呼ぶ

パンフラワー

　
中
山
町
出
渕
に
昨
年
オ
ー
プ
ン

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
樂
」。
広
く
開

け
放
た
れ
た
玄
関
を
の
ぞ
く
と
、

色
鮮
や
か
な
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
が
所

狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
窓
か
ら
見
え

る
里
山
の
風
景
と
と
も
に
幻
想
的

な
空
間
を
作
り
出
し
ま
す
。

　
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、
複
数
の

粘
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
パ
ン
の
よ
う

に
こ
ね
、
色
付
け
し
て
作
る
花
の

こ
と
。
作
品
と
知
ら
ず
に
見
る
と

本
物
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
よ
う

な
ま
さ
に
花
そ
の
も
の
で
す
。
宮

下
さ
ん
と
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
出
会

い
は
１５
年
ほ
ど
前
。
そ
の
と
き
の

感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。「
パ
ン
フ

ラ
ワ
ー
の
魅
力
は
、
世
界
に
一
つ

の
自
分
だ
け
の
作
品
が
作
れ
る
と

い
う
と
こ
ろ
。
本
物
を
十
分
に
観

察
し
て
作
品
を
作
り
ま
す
が
、
見

る
視
点
や
受
け
る
印
象
は
十
人
十

色
。
作
品
か
ら
作
っ
た
人
の
個
性

が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
ま
す
」。

　
５
年
間
教
室
に
通
い
、
や
っ
と

満
足
で
き
る
作
品
が
作
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
あ
る
日
、
自
宅
に
飾
っ

て
い
た
作
品
を
友
達
が
見
て「
ぜ

ひ
習
い
た
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

か
ら
講
師
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
中
山
町
で
の
教

室
の
ほ
か
近
隣
市
町
で
講
師
を
務

め
る
宮
下
さ
ん
。
多
忙
な
毎
日
を

送
る
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね

る
と「
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
製
作
の

感
動
を
と
も
に
分
か
ち
合
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
本
当
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
」
と

笑
顔
で
語
り
ま
す
。

築１００年の古民家は、空き家となっていた夫の昌義さ

んの実家。ギャラリーとして新しい命が吹き込まれた。

人きらり
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ギ
ャ
ラ
リ
ー「
樂
」
は
、
み
ん
な

が
こ
こ
に
集
い
、
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

名
前
。「
自
分
の
作
品
だ
け
で
な
く
、

生
徒
さ
ん
の
作
品
を
ぜ
ひ
見
て
ほ

し
い
。
こ
こ
は
、
み
ん
な
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
す
か
ら
」と
語
る
の
は
、

宮
下
さ
ん
が
心
か
ら
出
会
い
を
大

切
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
樂
」

○
開
館
　
土
・
日
曜
日
、
第
１
・
３

水
曜
日
の
１０
〜
１７
時

○
住
所
　
伊
予
市
中
山
町
出
渕

４
ー
４
８
６

○
問
い
合
わ
せ
　
☎
０
９
０
ー

６
８
８
０
ー
７
９
３
２
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イベント
情報

㊩休日当番医（９時～１５時、要予約）

シ
ー
サ
イ
ド

初
春
水
仙
花
祭
り

■
日
時

　
１
月
１０
日
㈯
・
１１
日
㈰
、

１０
〜
１５
時

■
場
所

　
ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公

園■
内
容

　
水
仙
の
鉢
植
え
展
示
販

売
、
水
仙
切
り
花
販
売
、
双
海
特

産
品
の
販
売
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
ふ
た
み
シ
ー

サ
イ
ド
公
園（
☎
９
８
６
ー

０
５
２
２
）

㊩休日当番医（９時～１５時、要予約）

■
五
色
姫
復
活
祭
開
催
日

　
３
月

２２
日
㈰

■
五
色
姫
の
募
集

《
一
般
の
部
》
１８
歳
以
上
の
女
性

（
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
小
学
生
の
部
》
１
〜
３
年
生
女

子（
で
き
れ
ば
振
袖
を
用
意
で
き

る
方
）

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
全
身
前
向
き
の

写
真
１
枚
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら

で
も
可
）

■
応
募
締
切

　
２
月
１５
日
㈰

■
審
査
発
表

　
３
月
上
旬

■
謝
礼

　（
一
般
の
部
）一
万
円
分

の
商
品
券
、（
小
学
生
の
部
）
二
千

円
分
の
図
書
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

伊
予
市
商
業
協
同
組
合（
㈱
ま
ち

づ
く
り
郡
中
内
、
〒
７
９
９
ー

３

１

１

３
、
伊

予

市

米

湊

１月のカレンダー
１ 元日

２ 金 書初め

３

４ ㊩こんどうクリニック☎９８２－０３３８

５ 月 官庁仕事始め

６ 火 小寒

７ 水 七草

８ 木

９ 金

１０

１１０番の日

初春水仙花祭り（１０時～）ふたみシーサイド公園

（１１日まで）

１１
伊予市成人式（１０時３０分～）市民体育館

㊩村上医院☎９８２－０６６２

１２
成人の日

㊩永井病院☎９８２－０００９

１３ 火

１４ 水

１５ 木

１６ 金

１７ 土用入り

１８ ㊩伊予診療所☎９８２－１１７０

１９ 月

２０ 火 大寒

２１ 水

２２ 木

２３ 金

２４

２５

市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）

市民税務課窓口

㊩橘内科小児科☎９８２－００２３

２６ 月 文化財防火デー

２７ 火

２８ 水

２９ 木

３０ 金

３１

２／１ ㊩伊予病院☎９８３－２２２２

第
２７
回
女
性
の
祭
典

五
色
姫
復
活
祭

五
色
姫
を
募
集
し
ま
す

８
２
７
ー
４
、
☎
９
４
６
ー

７

２

４

５
、

９

４

６

ー

７
２
４
１
、
Ｅ
メ
ー
ルiy

o
sh
o
u
@

p
u
re.o
cn
.n
e.jp

）、
ま
た
は
組
合

加
盟
店

■
主
催

　
伊
予
市
商
業
協
同
組

合
、
五
色
姫
復
活
祭
実
行
委
員
会

広
報
こ
ぼ
れ
話

　
最
近
親
へ
の
返
事
は

「
御
意
」
で
す
。
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
実
は
年
男
の
太
郎
で

す
。
僕
も
新
年
の
抱
負
を

考
え
て
み
た
も
の
の
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
…
。

　
ま
ず
は
優
柔
不
断
を
克

服
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。（
太
郎
）



広
報 

い
よ
し

１
月
号

編
集
・
発
行
　
伊
予
市
総
務
部
総
務
企
画
課

印
刷
　
　
　
　
明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ
　
伊
予
市
総
務
部
総
務
企
画
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

伊
予
市
の
魅
力

ふ
る
さ
と
再
発
見

双
海
町
串
の「
深
山
大
井
手
」

ふ
た
み
ち
ょ
う
く
し
の
み
や
ま
お
お
い
で

広　告

　
双
海
町
串
に
は
、
壺つ
ぼ
が
み
や
ま

神
山
か
ら
流
れ
る
谷

川
の
水
を
せ
き
止
め
、
伊
豫
灘
側
に
流
す
人

工
の
導
水
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
導
水
路
は
、

江
戸
時
代
中
期
に
は
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
、

「
深
山
大
井
手
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
分ぶ
ん
す
い
れ
い

水
嶺
を
越
え
る
導
水
路
を
め
ぐ
っ

て
は
、
天て
ん
め
い明

５（
１
７
８
５
）
年
に
串
村
と

喜き

た

や

ま

多
山
村（
現
大
洲
市
喜
多
山
）の
間
で
、
水

争
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
争
い
の
解
決

に
あ
た
っ
た
串
村
の
組
く
み
が
し
ら

頭
・
良り

ょ

う

え

も

ん

右
衛
門
は
、

そ
の
褒
美
と
し
て
深
山
の
水
を
年
間
の
う

ち
３６
時
間
分
自
由
に
使
え
る
権
利
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
こ
の
権
利
は
、

２
０
０
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　
昭
和
４０（
１
９
６
５
）
年
ご
ろ
に
水
路
は

ヒ
ュ
ー
ム
管
に
改
修
さ
れ
、
往
時
の
姿
は
失

わ
れ
ま
し
た
が
、
機
械
な
ど
の
な
い
時
代
に
、

人
の
手
で
山
を
削
り
、
峠
を
掘
り
切
り
、
こ

の
地
域
に
貴
重
な
水
源
を
も
た
ら
し
た
土
木

遺
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
参
考
文
献
『
ふ
る
さ
と
の
く
ら
し
と
産

業
―
伊
予
市
―
』
愛
媛
県
教
育
委
員
会

２
０
１
２

広　告

笑歩会 伊予 27年3月オープン予定！
職員大募集!!
笑歩会 伊予 27年3月オープン予定！
職員大募集!!看護職員・介護支援専門員介護職員・調理員

【応募】未経験者の方も、まずはお気軽にお電話ください。

〒790-0952　松山市朝生田町六丁目2-5
☎（089）921-0201（求人担当まで）月曜～金曜9：00～17：30受付

(株)アコンプリシー笑歩会 本部
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※
右
下
水
路
の
水
が
双
海
側
へ


